
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

      

      

 

 

 

 
地元の消防団に入団しました。 

１１月は玉川地域の町会の方などが参加するポンプ操 

法研修会や、尾山台小で行われた子どもたちの防災訓練 

に訓練指導で参加しました。 

 入団して間もないので、まだまだ勉強することも多い 

ですが、地域で少しでも役に立てるよう頑張ります。 

  

 

区立平和資料館で「災害と平和」展が行われました 

 
 

 
川上こういちです 

こんにちは 

保坂区政の与党、くらし、福祉優先の区政前進へ 

連絡先：日本共産党世田谷区議団  世田谷区世田谷４－２１－２７ ☎ ５４３２－２７９１ 

１１月２日、脱炭素化社会に向けたＳＤ

Ｇｓの推進を展開する、川崎市地球温暖化

防止活動推進センターに、共産党目黒区議

団とともに、お話を伺ってきました。 

子ども衣料交換、フードドライブや、環

境出前講座、事業者の脱炭素経営支援など

幅広い普及啓発を行っている事が印象的で

した。世田谷区での環境施策に生かしてい

きます。 

 ９月１日から３０日まで、世田谷公園内の

区立平和資料館で、関東大震災１００年から

考える「災害と平和」展が実施されました。 

当時の被災状況や、震災直後の「朝鮮人が

暴動する」などの流言発生による区内での朝

鮮人殺傷事件についての展示がされました。 

区議団は、企画展の更なる充実と継続、区

史編纂への反映を議会で求めました。 

脱炭素化社会への取り組みを伺いました 

2023 年 11・12 月 

区議団で「災害と平和」展へ 

消防団の制服 



    第３回区議会定例会（９／２１）で川上こういちは、以下の質問を行いました。 

 

 

 

 

 

 世田谷区は、次期「世田谷区基本計画」の策定に向け、検討を進めているが、この基本

計画に掲げる施策を確実に推進し、目指すべき未来の世田谷の姿を実現する、として「（仮

称）新たな行政経営への移行実現プラン」の骨子案を取りまとめた。 

 このプランでは、行政需要の増大、職員の時間外労働の増加などの問題に対し、仕事を

外部委託することで軽減を図る事が示されている。 

質問 若年層の職員の力を引き出すため、ベテランの会計年度任用職員（非常勤の地方公

務員）の常勤化の検討含め、仕事を外に出す前に、今必要な人を増やすべきだ。 

答弁 区の会計年度任用職員の多くは経験者採用という常勤職員の採用方法の枠組みの

基準に達しない人が多く、受験資格の見直しを働きかけている。人材確保に努め増

大する行政需要に対応するため組織体制の底上げを図る。 

質問 外部委託にあたり、区が公的責任を果たすことの十分な配慮を問う。 

答弁 外部委託においても最終的な責任は区にあることを前提にしたうえで、業務ノウハ

ウの継承や業務の質の確保に努める。 

公務の魅力を引き出し、必要な人員を増やせ 

 

自転車用ヘルメット着用促進事業への協力自転車店数を増やす対策をとれ 

 ７月から実施されている、世田谷区自転車用ヘルメット着用促進事業は、区民の自転車

用ヘルメットの着用促進、交通事故による頭部負傷の軽減を図ることを目的としている。

区内の自転車店に事業協力をお願いしていることは産業振興の観点から必要と考えるが、

現状、協力店はわずか１７店。書類申請の作業が煩雑であることが自転車店にとって負担

となっている。協力のメリットが感じられるよう工夫することが必要。 

質問 申請書類の簡略化や手数料の上乗せなどの工夫を行い、事業協力店を増やす対策を

とることを求める。 

答弁 申請書類については、事業協力店のご意見等踏まえ、対応可能な項目は簡略化する

など工夫を図る。 

尾山台二丁目の竹林について、開発事業者に住民との話し合いの場を持つよう働きかけよ 

尾山台二丁目の竹林とケヤキ、モチノキなどの樹齢１００年を超える大木が密集した土 

地を地主から開発事業者が取得。竹林を伐採し戸建専用宅地１１区画の建設工事を行う計

画がすすめられている。計画を知った地域住民は開発事業者、保坂区長、区街づくり課宛

てに、今ある貴重な樹木を全て伐採するのではなく、できるだけ残してほしい、１１区画

の建築計画の見直しなどを要望・提案するオンライン署名を実施した。隙間なく住宅が建

てられることで地域の住環境が一変してしまう。樹木が伐採されれば、コンクリートで擁

壁を作っても地震や大雨などの災害時には土砂崩れなどの危険性が高まるのではないか

と住民は懸念している。 

質問 尾山台二丁目の竹林について、区は開発事業者に対し、住民との話し合いの場を持

つよう働きかけることを求める。区は話し合いの場において、みどりを守る立場で

住民に協力する事が必要。見解を伺う。 

答弁 改めて話し合う機会を持ち、相互理解を深めるよう働きかけていく。 

質問 生産緑地が地主の都合で売却される中で区内の緑をどう守っていくのか。 

答弁 農に対する区民の理解と共感を深め、区民を巻き込んだ生産緑地保全の動きにつな

げていく。 


